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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・8/6(月)佐々木Drが8:30帰宅される為、8:20までに管理日誌の確認印を忘れずに頂いて下さい。

・接遇委員会～身出しなみチェック用紙配布しています。記入後は白川Nsまでお願いします。

・セルフモニタリング～現在、セルモニタリングを各受け持ちに実施して頂いていますが

ケアプランのO‐Pの観察項目と連動した形で行って下さい。
また、対象は全患者様ですが、病状が不安定な患者様や自己管理

能力が著しく低下しておりスタッフの全面的な支援を要している


患者様、拒否のある患者様、主治医の許可の出なかった患者様に関

しては、中止理由を明確にし担当リーダー(高橋正MNs)まで情報提

供して下さい。また進行上、不明に感じた点について等も随時担

当リーダーまで確認して下さい。

一覧表を作成していますが、今後、導入患者様の数が増えていく為

主治医毎に振り分けた一覧表を作成していきます。
＜患者様連絡事項＞

・田名部　清一様～腰痛持続している為、ナパゲルン軟膏(消炎鎮痛剤)1本臨時処方となっている。

・向井　敦子様～7/11(水)10:00～12:00スタッフ付添いでの外出希望あり、主治医より許

可となっている。

・戸賀沢　潔様～糖尿病の疾病教室終了に伴い、主治医より嗜好品の自己管理許可となっ

ている。

・中川原　義雄様～緊急連絡先が変更となっている。①母様（施設入所中の為、施設の番号）②妹様　保護者は変更なく奥様となっている。

・江刺家　陽輝様～申請手続きの書類が届かず、本日のスタッフ付き添い外出は延期となっている。

　　　　　　　　　今後、年内を目途に青山荘入所へ向け、服薬自己管理・余暇の過ごし方・感情コントロール等が出来るよう関わりを持っていく。

・阿部　文香様～お椀を破損した件は、自己負担なしとなっている。（栄養より）

＜作業報告＞

・向井　敦子様～先週、榎本OTと面談行っている。話にはまとまりがあり、現在は父と兄の仲が悪く、その為自分の具合も悪くなるということを話されている。

・小坂　君子様～B→Aグループへ変更後は妄想発言聞かれていない。表情の硬さや眠気の訴え、「薬が増えたから」等、薬を気にする発言聞かれている。

・中川原　義雄様～スタッフへの声掛け多く聞かれているが、他干渉などは見られていない。

＜注目患者様ケース検討＞

・小坂　君子様～「OTへ行ったら脈が無くなった」と話し表情にやや硬さが見られ、午後のプログラムへ行かれるが、すぐ不調を訴え自室へ戻られている。引き続き、訴え時は傾聴し、睡眠・日課の取り組み状況の観察を行っていく。
・中川原　義雄様～深夜帯で「気にくわないやつがいて2時間前にベッドを蹴った」と話される。右第4趾に内出血あり、何かあったらまずスタッフに相談されるよう話すと、了承される。朝まで不眠で経過。起床された不特定患者様への干渉目立ち、都度スタッフ声がけ要している。気分高揚傾向であり、他者トラブルのないよう観察していく。
・佐々木　淳様～夜間帯、トイレ覚醒時、尿失禁あり。両下肢の脱力感強く、スタッフ介介入に対し暴言を吐かれるが､暴力行為はなし。起床後も転倒の危険あり、歩行時スタッフ介入要している。本日は、繰り返し尋ねることや、カウンターを叩こうとする仕草見られている。引き続き、他者とのトラブルがないよう観察すると共に、夜間の排泄状況・転倒のないよう見守り、介入していく。
・阿部　文香様～昨日の夕食時、食器を投げる行為見られ、幻聴の訴えも聞かれている。本日は、作業中の居眠り目立ち、スタッフ声掛けにも応じずにいる。不機嫌さはない。

＜田名部Drケース検討・診察＞

・山本　伸子様～幻聴について訴えあり、幻聴を消失させていく為、明日よりエビリファイ（6）1T　1×朝後　3T臨時処方となる。GAF25
・大石　清志様～耳鳴りの訴えありジプレキサを15mgまで増量しているが、現在の量で耳鳴りが治まらなければ、今後、薬剤調整を検討していくとの事。

・中森　みや子様～膝関節の疼痛は以前より軽減してきているが、12日より他科薬がなくなる為、以後は当院処方へ切り替えていく事となる。

・磯島　貴広様～オートドアを気にする様子見られている。離院した経緯がある為、外泊訓練は当分行わず、注意して所在の確認を密にしていく。

・天間　康宏様～お盆あたりに退院について保護者と面談し今後の方針に検討する。　

・大石　清志様～兄・姉様と面談を予定していく。

・飯豊　信雄様～「タバコがまずいから、パソコンで操作してくれ」との訴え聞かれている。入院が長期となっており、今後については、妄想などの症状が落着いてから施設入所を検討していく。

